
概　要
「GIコラムHL工法」は、深層混合処理工に関する技術であ

る。硬質層対応撹拌翼を標準装着した、高トルクの総重量20
～40tの小型スラリー改良機で、大型改良機と同等の改良径、
改良深度および硬質層の堆積地盤への適応が可能であり、コ
スト、工期、環境負荷低減が図れる工法。

特　長
小型施工機で硬質層に対応
１．硬質層対応型撹拌翼の標準装備により、小型機で軟弱層

から硬質層の幅広い地盤への対応が可能。
２．撹拌効率が向上し、改良時間を短縮できるため「経済性」
「工期短縮」「安全性」「施工性」の向上が期待できる。

３．粘性土N値≦15、砂質土N値≦30 の土質に対応。
４．硬質層が介在し、その下まで改良が必要な場合、硬質な

着底層に改良体の根入れが必要な場合に特に効果を発揮す
る。

５．改良径φ800～2000、ロッドの継切りなしで最大改良長
25mまで施工可能。

６．施工機は小型かつ軽量で高い機動性・施工性を有し、組
立て解体作業も不要なため組立て解体費、輸送費を大きく
低減し、工期短縮を実現。

適用範囲

ICT施工対応
ICT地盤改良工に求められている「３次元設計データ作成」

「ICT建設機械による施工」「３次元出来形管理等の施工管理」
「３次元データの納品」の全てに対応。
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硬質層堆積地盤での工期短縮

❶ 硬質層での先行堀りが不要
❷ 長期間の組立・解体期間が不要

※国交省　土木工事標準積算基準書、協会積算資料より作成

注.（　）内数値は、地盤状況により試験施工等で要確認

機種別の目安
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全体改良範囲図

マシンガイダンス用データ

3D出来高・出来形プレビュー
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